
 
目  次 

 
 
Ⅰ．総合研究報告―――――――――――――――――――――――― 1 

 
鍼灸の作用機序に関する科学的根拠の確立と神経内科専門医と連携した 

鍼灸活用ガイドラインの作成に関する研究 
鈴木 則宏 （慶應義塾大学医学部 神経内科 教授） 

 
 
Ⅱ．総合研究報告（研究分担者）――――――――――――――――― 14 

 
１．筋痛の慢性・継続因子と頭痛の関係 
伊藤和憲      （明治国際医療大学） 

 
２．はり治療作用機序の検討のための頭痛モデル動物の作成および 
頭痛外来と連携したはり治療による効果の評価 
清水利彦 柴田 護 鳥海春樹    （慶應義塾大学） 

 
３．鍼灸の作用機序に関する科学的根拠の確立と神経内科専門医と連携した 

鍼灸活用ガイドラインの作成に関する研究 
荒木信夫      （埼玉医科大学） 

 
４．Arterial spin labeling MRIを用いた鍼刺激が片頭痛患者の脳血流に及ぼす
影響― 片頭痛に対する鍼治療の作用機序― 
山口 智           （埼玉医科大学） 

 
 
Ⅲ．研究成果の刊行に関する一覧表―――――――――――――――― 49 

 
 
 
 


